
　

う
だ
る
よ
う
な
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
８
月

と
な
り
ま
し
た
。
蝉
の
声
が
一
段
と
に
ぎ
や

か
に
な
り
、
夏
の
盛
り
を
感
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
で
す
。
暑
さ
に
負

け
ず
、
思
い
出
に
残
る
夏
に
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

さ
て
、「
夏
を
制
す
る
者
は
受
験
を
制
す

る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
暑
さ
の
厳
し
い

こ
の
時
季
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が
、
そ
の

後
に
影
響
し
ま
す
。
受
験
生
に
と
っ
て
夏
は

大
き
な
勝
負
の
時
期
で
す
。
暑
さ
に
負
け
ず

机
に
向
か
い
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
積
み

重
ね
が
、
や
が
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
実
を

結
び
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
夏
の
鍛

錬
が
秋
以
降
の
結
果
を
大
き
く
左
右
す
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
自
分
を
鍛
え
ぬ
く
日
々
は
、

技
術
だ
け
で
は
な
く
心
の
強
さ
も
育
て
て
く

れ
ま
す
。

　

文
武
に
お
い
て
、「
確
固
不
抜
」
の
精
神
で
、

日
々
精
進
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
は
今
後
も
、
市
民
の
暮
ら
し
に
「
寄

り
添
い
、
支
え
守
る
」。
そ
の
信
念
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

〇  　
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委
員
長　

志
水　
　

周

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

小
川　

晃
弘

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

福
本　

宗
典

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

村
尾　

一
樹

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

紙
本　

宏
幸

福

編
集
委
員
の

　
　
　
つ
ぶ
や
き

第77号 ⑿令和８年８月１日 まつうら市議会だより

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
！

　

６
月
定
例
会
初
日
の
６
月
12
日
に
、

議
員
お
よ
び
市
長
を
は
じ
め
理
事
者
全

員
が
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
て
本
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
が
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
Ｂ
リ
ー
グ
１
部
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
で
見
事
年
間
王
者
に
輝

い
た
こ
と
や
、
本
市
出
身
者
が
ユ
ー
ス

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
る
こ
と

も
あ
り
着
用
し
ま
し
た
。

【
議
案
】
令
和
８
年
度
松
浦
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
最
終
日

に
お
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
２
人
が
反
対
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

小
川
議
員

○
庁
舎
整
備
事
業
（
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
設
置
）
に
つ
い
て

・
電
気
代
だ
け
で
年
間
約
60
万
円
が
想
定

さ
れ
、
現
在
の
懸
垂
幕
の
維
持
費
と
比

較
し
て
高
額
で
あ
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
は
、
画
面
が

次
々
と
切
り
替
わ
る
た
め
、
周
知
し
た

い
情
報
を
目
に
す
る
機
会
が
減
る
恐
れ

が
あ
る
。

・
教
育
施
設
等
の
整
備
、
産
業
振
興
、
空

き
家
対
策
な
ど
、
生
活
基
盤
に
関
わ
る

行
政
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
優
先
し

て
整
備
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
。

・
市
役
所
職
員
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

・
将
来
の
財
政
を
圧
迫
す
る
懸
念
が
あ
る
。

志
水
議
員

○
中
学
校
制
服
購
入
費
補
助
金
に
つ
い
て

・
限
ら
れ
た
財
源
の
使
い
方
、
補
助
の
公

平
性
、
決
定
ま
で
の
進
め
方
に
疑
問
が

あ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
生
命
に
関
わ
る

事
業
を
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

・
同
じ
制
服
を
購
入
し
な
が
ら
、
学
年
に

よ
っ
て
補
助
の
有
無
が
生
じ
る
の
は
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
。

・
制
服
の
在
り
方
検
討
会
に
お
い
て
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
だ
け
で
は
な
く
、
お

下
が
り
の
活
用
、
動
き
や
す
さ
、
多
様

性
へ
の
配
慮
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
制

服
の
市
内
統
一
が
検
討
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
が
、
制
服
統
一
化
の
目
的
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
が
必

要
で
は
な
い
か
。

・
議
会
へ
の
十
分
な
説
明
や
議
論
が
な
い

中
で
、
対
象
と
な
る
保
護
者
へ
の
文
書

配
付
が
行
わ
れ
た
行
政
手
続
き
の
進
め

方
に
大
き
な
違
和
感
を
覚
え
る
。

本
議
会
最
終

日
の
録
画
映

像
は
こ
ち
ら

か
ら
。

⬆

反
対
討
論
の
要
旨


